






























































































と し て Rhizopus oryzae lipase 
（ROL），ブタ膵臓リパーゼ（PPL）
または， Mucor javanicus lipase
（MJL）を用いたとき，許容可能
な時間内に反応率が 50%以上に
達することがわかった（Entry 1, 2, 
3）。また，ROL および PPL の反
応で得られたモノアセタート 2a
の鏡像体過剰率はどちらも 99% ee 以上であり，しかも，互いにエナンチオマーの関係にあるこ
とも判明した。 











もつ各基質（1b〜1e）の反応について，化合物 1a と同様のプロセスで検討した（図３）。 
	 その結果，3’位にアセチル基をもつσ対称ビフェニルジアセテート 1b の反応では，1a の場合
と同様，ROL を用いると S 配置のモノアセテート (S)-2b が，PPL を用いると R 配置のモノア
セテート (R)-2b が，それぞれ良好な収率かつ高い鏡像体過剰率で得られた。 
	 ところが，3’位に炭化水素基をもつジアセテート 1c〜1e の反応は，様相がまったく異なるこ
とが判明した。すなわち，リパーゼとして ROL を用いた場合には，1a および 1b と同様に，反
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pH 7.0 phosphate buffer
(i-Pr)2O, 35 ºC, 2 h
ROL (50 wt%)
pH 7.0 phosphate buffer




pH 7.0 phosphate buffer




pH 7.0 phosphate buffer
(i-Pr)2O, 35 ºC, 2 h
PPL (100 wt%)
pH 7.0 phosphate buffer
35 ºC, 1 h
ROL (100 wt%)
pH 7.0 phosphate buffer
(i-Pr)2O, 35 ºC, 1.5 h
PPL (50 wt%)
pH 7.0 phosphate buffer
(i-Pr)2O, 35 ºC, 2.5 h
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している。検討の結果，ROL を用いた反応は，化合物 1a〜1e の反応と同様に，S の立体配置を
もつモノアセタート (S)-2f，(S)-2g を高収率かつ高エナンチオ選択的に与えた。そして PPL を





















  X   = heteroatom-containing group, 











  X   = heteroatom-containing group
(R)-form









pH 7.0 phosphate buffer
(i-Pr)2O for 1f, Et2O for 1g
35 ºC
pH 7.0 phosphate buffer
Et2O, 35 ºC
(R)-2f (X = O)
89%, >99% ee
(R)-2g (X = S)
89%, >99% ee
(S)-2f (X = O)
81%, >99% ee
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